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ターピ・護雷機・水車捨雫機・周波製縫茸機・1調相機・回檸麩流機・

交一丘稜霜機・交，直電動機・憂厘器・遊図器・陶1路器・避雷器’配

電盤・制御搭・計’器用燈電器・電京機1閲車・電輯il雷動機・電車用空

氣制動装置・水銀整流器・乍添ド画陣・鍍山用電気機關車・鑛山用減

速電動機・巷上機・選風機・エレベーター・電氣ホイスト・家庭用ラ

ヂオ受衛幾・フオノモーター・漁船舟自用無線機・斜随災害用無線機・

超短波登熱器・家庭用、じ商業川電氣冷藏庫・電氣冷凍装置・冷凍機・

ミジ並ミシ・針・電氣レンヂ・電氣扇・アイロ・・電氣釜・電氣オ

ブン・温ノk器・電’氣鋸・電氣ドリru・永銀燈・螢光燈・硝1’・水銀整流

器・㌘條式白動圷・登電式自聴車燈・電氣工事・鑛金・其ノ他各種電

氣機械器貝並修理　　　　　　　　　　　　　　ノ

本 店　　猟京都千代田匝丸メ丙2丁目2番田1（丸ノ丙ビ・レ26皆）

夫阪螢業所　大　阪　市　北　匿　梅　田　1（阪祠ビ・レ内）

頑岡螢業所　　幅岡市天帥町58番地（天f・申ビル2階）

頴戸製作所

名古屋製作所

長崎製作所

伊丹製作所

郡山工場
世田谷工場

大船工場
中津川工場

和歌山工場

姫路工場

幅山工場

福岡工場
札幌修理工場

祠戸市兵庫匿和田崎町3丁目
名古屋市東匝矢田町18丁日1番地
長　崎　市　不　戸　小　屋　町　122　番　地

兵庫縣川邊郡園田村南清水字巾野80番地

幅島縣郡山市境橋町1番地
東　京　都　IU：田　谷　匿　池　尻　町　437　番　地

碑奈川縣鎌倉郡大般町大舶800番地
岐阜縣恵那郡中津川大字駒場安森928番地ノ2

和　歌　山　市　岡’町　91　番　地
姫　　路　　市　　千　　代　　田　　町　840　番　　地

廣島縣禰山市沖野上町6丁目709番地ノ6

幅　　岡　　市　　今　　宿　　青　　木　690　番　　地

札　幌　市　北　2條　東　12丁　目　98　番　地

研　究　所　兵庫縣川邊郡園田村南清水字中野80番地
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過 渡 現 象 直 覗 装 置 に

線　路　の’波　動　抵　抗　の
架室線及び電縫等の波動抵抗等は既知のもので，別に新らしきものではな

いが，過渡現象直頑装置を用いて簡阜に測定出來且つ電纏の接地箇所

の概略の見當を附け得tcので，その結果を取り纒めて報告した．

研究所安 藤

依

測

安

る、

定

1．緒 言

架室線及び電燈等の波動抵抗は既に幾多の測定が實施さ

れ，叉その値も既知のものであるが，過渡現象直覗装置

にても簡軍に測定出來る．それに附随して故障個所の大

略の見當をつげる事が出來るという事も既知の事である

が，幸いに所丙にて以上の測定をする機會に恵まれた．

不備の鮎は多々あるがその結果を過渡現象直覗装置の一

懸用例として報告する．

II．實施要領
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（イ）所内用街燈線の波動抵抗測定

所内用街燈線が現在故障の爲に用いられていないので，

之を利用して約1000m

程度のループを作つて

巖欝麟闇
燈線であるので，電柱

高及び電桂の間隔は匿

々である故に第1固及

び第2圖乃至第12圖

に距離及び寸法を記載

した．叉電球も附いて

いる箇所及び取り外し

てある箇所もあって，

第1団に示した様に＃

2，　＃4，　＃5，　＃9，　＃11

＃12，＃14，＃16，＃19，

＃20，＃26，V，　27，　＃28

電柱には100Wの電球

が，＃15電柱には300

W電球が附いていた．

叉］‡1ぺ＃10電柱間及

び＃27～＃29電柱間に

祐2ぢ

酷柘

酷物
酷）tr28

’＃29

は数種の電話線が電柱に結び附けてあつた．

次に測定線として第三種絶縁電線（35／0．18），外径3mm

＃1～茸24電柱間は第三種絶縁電線（711），外径25mm

＃24～＃29電柱間は　〃　　ク　　（卑線），径　2mm

である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　（1）第13圖は電球を附けたまXで，他端を開放し

　　たまsで一端より衝撃波を印加して①及び②の波

　　形を測定した．

　（2）第14圓は（1）と同一状態にて裁勘波を印加し

　　た．

　（3）第15圖は電球を附けたまx，他端を短絡接地

　　して①より衝墜波を印加した．

　（4）　第16圖は（3）と同叫伏態にて載断波を印加した

桝物た物膏鷲・嬬細・鷲・・霧）→一
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　　　　　＃1～＃5

第2圏　電柱
　　　　　（寸法cm）
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　　　　　＃6～＃9

第3圖　電桂
　　　　　（寸法cm）

　　　　　＃15電柱
第8圖
　　　　　（寸法cm）
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第9圖　電柱
　　　　　（寸法cm）
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第5間　電柱
　　　　　（寸法cm）

　　　　　＃24電柱
第10圖
　　　　　（、士法　cm）
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第6圖
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＃13電柱

（寸法cm）
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第7圖

（5）

　した場合に①より衝撃波を印加した．

（6）

　Rを接績してその値を憂化した．

（7）

　た．

●；イ弗試線

＃14電柱

（寸法cm）

第17圖は電球を附けたまN，一線の爾端を接地

第18圖は（5）と同一條件にて，入力端に抵抗

第19圃は（1）と同一條件にて抵抗Rを愛化し

2　（24）

　　　　　　　　　　　　（8）　第20圃は＃15電桂

　　　　　　　　　　　　　に300W電球を一個のみ

　　　　　　　　残して，他端開放にして　　↓

　　　　　　　　①より衝撃波を印加し

　　　　　　　　た．
　　　　　　　（9）第21固は（8）と同様
　　2　　　　　に300W電球を一個のみ
　　　↓
　　　　　　　　残して，一線の爾端を接
　　　　　　　　　　　　　地して①より衝撃波を

　　　　　　　　　　　　　印加した．
　　　　　＃26～＃29
第12圖　　電柱　　　　（10）第22圖は電球を全

　　　　　付法cm）　　　　部取り外して，他端を短

　　　　　　　　　　　　　絡して②に抵抗R’を

　　接績して，それを墜化した．

　（11）　第23圖は（10）と同檬にして戴籔波を印加した．

　（12）第24価は（10）及び（11）と同様にして，Rノ＝わ

　　として別に入口に抵抗Rを入れてその値を憂化し

　　た．

、（13）第2鋼は二線の爾端を夫々接績して・入Pの

三菱電機・第21㊧第2號・MARCH　J947
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　　抵抗Rを礎化した．

　（14）第26圖は他線の爾端を接地して，且っ入口の

　　抵抗Rを壁化した．

　（15）第27圖は他線の爾端開放にして，Wilの他端に

　　接績した抵抗R’を鍵化した．

　（16）第28圖は（15）と同様にして裁断波を印加した．

　（17）第29圖は
　　他線づ爾端を接

　　地して，一線の

　　他端に接績した

　　抵抗R’を鍵化

　　した．

　以上の各場合に於

ける番號を附した鮎

の波形を夫々測定し

た．

（口）電纏の波動抵

　抗測定及び接地箇

　所検出

’3300V三心電縫（導　N’

豊公購断面積100
mm2，全長655m）の
絶縁低下し，饅電不

能なる故にその故障

個所検出の一方法と

して過渡現象直覗装

置を用いたのである

が，最初は地絡抵抗

が波動抵抗に比して

大き過ぎる爲に，測

定波形の上では健全

な電縫と同一結果を

得るので，之より波

動抵抗を測定し，然

る後に電縫の故障箇

所を完全に接地させ

て接地箇所を測定し
た．

　なお本實瞼に使用

した過渡現象直覗装

置は憂歴器等の容量

の小さなものの測定

用に設計されたもの

であり，電纏の様な

大容量のものには不

　　　　　　　　　　冑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　、

適當である事と，工事の都合上充分な測定が出來なかつ　・

た事は遣憾である．　　　　　　　　　　　　　　　　“

　（1）　メツガeに依る絶縁抵抗の測定

　　A端子封大地間　　　6－t．5KΩ　　　　　　　、

　　B端子封大地間　　　　30．00］Kρ

　　C端子封端子間　　100．00KΩ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

・

第13圏

　　　　　　　　　　　　　　　　／
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　　A端子封B端子間　　40．oqKΩ

　　B端子勤C端子間　　130・00K9　　　　　　　　。

　　C端子封A端子間　　100．00K9

　　なお電撹鉛被は完全に接地した．

　（2）過渡現象直規装置にて第30圖の結線にてA，B

　　　　　　　　　　　〆
i4　（26）

及びC端子より衝墜

波を加えて夫々番號

を附した鮎の波形を

測定した・

a．　R＝0Ωの時

　この場合は第31圖

　に示す波形とな

　Cb，測定線の振動

　が入り複雑なる波

　形を生じだが，A，

　B及びC端子の場

　合共に同一の波形

　を生じた．

b．R＝2r）02の時
一

　　　　一　＼
　この場合は第32圃

　の如くなり，この

　250Ωが大膿測定

　線の波動抵抗に合

　い，振動はなくな

　り，明瞭な反射を

　生じた．又A，B

　及びC端子に印加

　した場合に同一の

　波形を生じた・依

　つて6K9程度の

　高抵抗にて地絡し

　た場合は電檀め波

　動斑元（5b9程度）

　に比して非常に大

　なる故に，その黙

　に於ける反射波は

　小さくなり表われ

　て來ない．故にこ

　の様な状態では健

　全回線と見倣して

　波形を検討してよ

　い．又第32圖を見

　ると衝撃波の開放

　端迄の往復の時間

　は8μSかsり，片

　　道4μSを要する事が解る・

て3）　其虚〔イ建全なる電纏と見倣して波動抵抗の測定

　を實施した・

　a．第33画は電纏の他端に於いてAとBを短絡し

　　てA端及びB端の波形を測定したものである・但

　　　三菱電機・第21巻第2號・MARCH　1947
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　　　し艮＝Oの場合

　　である．

　b．第34個及び

　　第35圏は他端

　・　に於いて夫々A

　　　とB或はAとC’

　　を短絡して，貝、

　　　っ　R　・＝　250S？の

　　時の各部の波形

　　　を測定したもの

　　　である．

　c．第36圃よR－

　　250ΩとしてA
　　　の他端と大地の

　　　間を接績した

　　　R’を種々攣化

、　　してA酷の波形

　　　を測定したもの

　　　である．なおB

　　　及びCは爾端共

　　　に開放である．

　　d．第37圖は入

　　　力端抵抗Rを愛

　　　化した場合の

　　『①及び②の波

　　　形を測定した．

　　　B及びCは涌端

　　　共に開放である

　　e．　第38圖1まd・

　　　と同様にRを饗

　　　化した場合であ

　　　るが，Bのみを
　　　　　　

も

　　　接地した．

　（4）　故障窯占を見出

　　す爲に電罐に高墜

　　を印加して完全に

　　地絡させた後の測

　　定．

　　a．

　　　A端子封大地間

　　　B端子封大地間

　　　C端子封大地間
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b．第39圏はAを完全に地絡させた後に，B及び

　Cは開放としてAより衝撃波を印加した場合の

　波形でえ）る．

＼

メツガーに依る絶縁抵抗の測定．

A端子粉B端子間

B端子野C端子間

C端子封A端子間

　0立

55K9

110K環

60　K2

120K9

110K9

過渡現象直nt装t　icc依る線路の波動抵抗蝋i淀・安藤

11X　測定結果に封する考察

（イ）所内用街燈線の場合　　・　　　　　　　　　．

（1）第13圖を見ると①及び2）鮪の波形が大豊の傾．

　　向が等しいのも営然⊂あり，nつ電球を入れてあ一L

（27）　　5

、 ’



Cl’∵べ∵

．i

㌧　　否

4

’

　一声丁　o、　　　　　　　tt　1＼、　「Tt－…1　・＼了㌣二ぷ

㌔‘層 　ヒ　　　　　’

t

第、27固

／1の

Oa

lap．SL

＃噌4

1　＼

4　　　　　　　　　　◆

6

2、．．，L　

SN＿＿一
　　　　　　 t

3aeL

伽上tsgS－＿一

Scoy一

60an
、鋸
、～

740Jt、

Saa　re

　λ2
・⇒ マー一

qo甑

00

　／，s
｛’ 1’一

L←＿L－．oミ　tQ　　t＄　xe蕊一槌

N

反射
波嘉

揃m

一一　q

一
6

＿
4

一
1．9

一
〇．9

0

o，9

／、

／．z

／．s

7

」ユ◎

第28圖

／

＃7／94

⊥＿＿＿。几

N＿一．＿．。一、、。，、

2汐OJt

30クa

鋤

tUSt

7co9

8een

⊥＿＿9nt

00

LL－⊥－L　μδ0寸　　IO　　E　　20　2SSC

k

る爲の反射はそれ程大きく表われていない．次に第

14圃に示す如く，反射の闘つて來る時間を明らかに

する爲に繊新波を入れて見たが，減衰が大きく期待

した程ではなかつた．叉第14薗は②端が開放で

ある爲にその反射が強く表われて，②鮎では波形

を益々複維にしている、t然しの②8μS葺近の山は

‘、6　（28）

如く

　明らかに他端の開

　放端よりの反射で

　ある・又6μS附

　近の山獄＃15電柱

　の300Wの電球の

　所より侵入して來

　るものでないかと

　考えられるが，明

　らかでない，

　以上の事より考え

　ると第40圖に示

　す如く，②黙を

　線路の波動抵抗に

　等しい抵抗にて接

　地して，此の黙の

　反射をなぐしたな

　らば，線間の短絡

　箇所を橡出出來る

　のであるまいか．

（2）第15圖及び

　第16圖は他端を

　短絡接地した場合

　の衝撃波及び載断

　波を印加した場合

　の波形であるが，

　（1）と同様に興昧

　ある波形と思う．

（3）　第17圖↓ま一

　線の爾端を接地し

　た時であるが，負

　の反射力排常に大

　きく表われている

（4）第18圖及び

　第26圖に於いて

　抵抗Rを攣化して

　①及び②の波高

　より入力端の波動

　抵抗を求めると，

　第41圖より解る

　　　　R×E2
　　Z＝
、　　　　　El－E2

となる．但しZは波動抵抗を表わす．

　故に第18圃より

、
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　　　　霊：

　　Z＝一一一＝329Ω
　　　　11．3－4

　　Z　一　・993S．Z－a．，329

　　　　89．　－7

第26圃より

　　　　600×5
　　　　　　　　＝353　　Z＝．
　　　　13．5－5

　　　　250×6．s
　　Z＝一一　　　＝327
　　　　12－6．8

　　　　90×8
　　Z＝　　　　＝327
　　　　10．2－8

　　　　5eOO×1．2
　　　　　　　　　＝337　　Z；
　　　　　19＿1．2

乏ド工勺　Z＝2S9．7「£

1　　t
ド均z＝3369

爾者を比較すると第18圖の方は電球が接績してあ

　り，此庭よりの反射が早い爲に，第41圖のZに並

列に電球に相當する抵抗を接績した場合に近くな

　il　，値が少ぐなつて來るのは営然である．故に一線

爾端接地の場合はZ－3360が波動抵拒表わす

　事になる・

（5）第19圖及び第24圖にて抵抗Rを縫化し（Z

　を求めて見る．第24圖は他端にし二線は結んであ

　るが，入口の波動抵抗は二線共に接地していない時

　に相當する．

　　’故bこ　　第苅9薗より

　　　　　go×7．8　　　　　・
　　　Z＝　　　一＝413
　　　　　9．r）　－7．8

鱗二：：㌣⌒Ω

　　第24圖より

　　　Z－9°×8・9－5・091

1：蕪：ll：｝醐一

　　此の場合に第24薗の方の値が幾分大きく表われ

　ているのも（4）に述べた理由に依る．

ヒ6）　第25固より同様の方法にて波動抵抗を求める

　と

　　　Z．＝＝「6°°×4・8－35、Ω1

・

薫：：1：1ピー

’ 此の＝二線一括の場合は第24園の場合の牛分にな

過渡現象直競装置に依る線路の波動抵抗の測定・安藤
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　らねばならないが，此の程度の値が得られれば充分

　と思う．

（7）第20圏及び第21固は＃15電桂に300W電球

　を一個のみ残して測定したのであるが，電球のある

　個所及び開放端の反射が明瞭に表おれていて仲々面

　白いと思、5．
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♪

　　ceea一一一一一一e

JLP9－g－－1－．．．一．．1

－－ig－．．一，liL－一一

。一μ5
　　　　　　　　　　　第33圖　　　　　　　第34圖

（8），第22圖に示す場合は②顯に接績した抵抗R’

　を鍵化して，①黙に於ける反射の最小なる鮎を求

　め，＝1線共に非接地の場合の波動抵抗を求める目的

　にょり實施したのであるが，tt時間の關係等より考察

すると，①鷲に②黙よりの反射が麟つて來る前に

　他線の影響が入り，非常に複雑な關係を呈してい

　る．故に之を解析するには二導線系の解を求めねば

　ならず，詳細なる機討は今回は省略する．

　　第23圖ば第22圖と同様にしてR’＝0及びR’＝。。

　の場合に戴騒波を加えた場合であるが、印加波形が

急峻な爲に，減衰が甚しく期待程に結果は得られな

　かつた．

8　（30）

O　　　　　　　｝0　　　　　20　　30　μS

第55圖

（9）第2凋にて棚に接敵た抵抗R・を靴し
　て，他線開放の場合の波動抵抗を求めて見る．此の

　場合に＃24電柱以降は線径及び2線の間隔が異る

　故に，此庵で明らかな反射を生じている．そして架

室線の場合（2）は傳播速度が光の速度に等しくなる事

　を考えて，その時間關係を見ると大膿一致している．

　　醒ば配電線の全長は955mであり，其の往復に

大略7μSを要するのであるから，傳播速度1ま273

m／μSとなる．且？此の開放端の反射より約1μS

前に小さな反射があるのも，＃24～＃29電柱の距

　離が153．9mである．事より解る．　1

　弐に反射の大きさより波動抵抗を求める場合には

　　三菱電機・第21巻第2號・MARCH　1947
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第36圖

　　Z＞R’及びZ＜R’の時に鷹じ，第42圖（イ）及び

　　（ロ）の場合が出來て來る．そして（イ）の場合は2っ

　　の反射が差となり．（ロ）の場合は和となる．其虚で

　　＃24電柱の所の小さな反射が何虞迄成長するかは

　　確然としないのであるが，又その求めた結果も誤差

　　を免れないのであるが，大題第42圖のAを求めて

　　反射波高値として反射の零となるR’の値を求めた．

　　又比較する高さは時間的に同じ所より求めた．（第

　　27囮は電源の不具合にょり掃引速度に遅速を生じ

　　て甚だ残念なのであるが，波形よりその同一場所を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　推定した．）その結果を第43固に示す．　　　L

　　　波動抵抗として

’　　　　　　　Z＝500十8＝508Ω

　　　　但し82は接地抵抗である．

　　　第27圖と同一状態にて裁断波を加えた時が第28

　　圖であるが，減衰甚しぐ満足すべき結果は得られな

　　かつた．

　（10）第29圖は他線再端陵地の場合の一線の波動抵

　　抗をR’を鍵化して求めたのであるが，その結果は

　　第43圖に示す如くであり

　　　　　　Z＝450十8＝：4582　　　　∫

　　　　但し82は接地抵抗である．

　以上要するに線端側に接績した抵抗R’を攣化して波

‘

過渡現象直硯装置に依る線路の波動抵抗の瀕‖定・安藤
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　　　　　　　　　　第37圖　　　　　　　　　’
　　　　　　L

動抵抗を求めた場合，及び入力端に接績した抵抗Rを憂

化して波動抵抗を求めた場合は何れも＃24電柱以降が

波動抵抗が大きく，常に此魔で正の反射をなしている所　　〆

・より叉他線爾端接地の場合は開放の場合より波動抵抗が

減少する所より妥當な値であると考える一

（ロ）　電纏の場合　　　　　　　　　　　　　　・　’

　〔1）傳播速度に就いて
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第38圖

　第32叫第訓凪第35圖及び第36圖等に就いて
　波形より傳播速度を求めると，一往復に要する時間

　は8μSを要する・故に655　mを4μSにて走る事

　になるので，傳播速度」ま655／4＝　163．7　m／μSとなる．

（2）　波動抵抗の測定

　a．他端に接績した抵抗R’を獲化して求むる場合

　　第36圖を見ると209及び302附近にて反射が最

　　少になる．故に波動抵抗は20Ω～30ρである．

10　（32）

第42囮

Z＝
70×4

b．　入口の波高値の比より

　　求める場合

　之は第41圖に示したと

　同様にして波動抵抗Z“

　求めるのてある：其庭で

　第33働を見ると測定線

　は10m程の長さに過ぎ

　ないのであるが，測定線

　の波動抵抗は電纏よりも

　相當に大きく明瞭な負の

　反射を生じ，且つその往

　復反射を生じている事が

　解る．そして第37圖及

　び第38圖ではRが大隈

　測定線の波動抵抗に合つ

　て，反射は一回限りで終

　るのである．なお抵抗R

　は直覗装置のすぐ近ぐに

　あつて，それより測定線

　が出ており，②の波形は

　抵抗Rと測定線の接績部

　の波形であるから，誘Σ菖

　が大きく入る事は出來な

　いのであつて，第37圖及

　び第38圖の最大波高値

　は測定線の波動抵抗に相

　當するものである．（然し

　反射が短時間に來るので’

　あるから，印加波形にょ

　り最大波高値が異り，此
　’

　の高さでは測定線の波動

　抵抗は正確に求められな

　い．）依つてZに相當する

　高さは圃に寸法を入れた「

　高さに相當する．故に

　第37圖より

Z＝一

16－4

250×2

＝23．39

Z＝

24－2

375×1

＝22．7」2

　25＿1
・ 187×3

＝15．69

＝28．OΩ

干均Z＝22．15Ω

Z＝
23－3

第38圖より
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　　　つた．

　　　　結局實際の場合の約2倍の値を得

　　IV　結　　言

軸
le

　　　　70×3　　　　　　　　＝＝　14．09　　Z＝
　　　　18－3
　　　　1S7×2
　　　　　　　　＝17．0Ω　　Z＝
　　　　24－2
　　　　250×1
　　Z＝　　　　　　　　＝10．09
・　　　　　26－1

　　　　375×1
　　Z　・＝　　　　　　　　＝・14．49
　　　　27－1

　　依つてa・と圏比して

ZF均　Z＝13．85Ω

　　　　　B線，C線開放の場合のA線の波動抵抗は

　　　　　　22．15ρ

　　　　　B線接地，C線開放の場合のA線の波動抵抗

　　　　　　1ま　13．859

　　　を得た．

　（3）　接地箇所の橡出

　　第39圖の如く急峻な波形を印加した場合に明瞭な

　　反射を得た．反射時間を岡より求めると大略1μS

　　を得る．故に

　　　　　　　　163．7／2＝81．85m

　　の所に故障箇所がある事が推定出來る．なお之には

　　測定線の長さも含んでいる．叉大鶴の故障箇所の推

　　定出來る場合はなお好都合である．’‘

　　　なおKelvin’s　Double　Bridgeにて測定した結果

　　は49．8mであり，實際の故障箇所は38mの所であ

過渡現象面硯装置に依る線路の波動抵抗の測定・安藤

t

以上の測定結果より，過渡現象直疏装置を用い入力端に・

接績した抵抗Rを憂化して，その波高値の比より簡軍に

波動抵抗を求め得る事が解る．又線路に色々の器具の附

踊している場合は以上の結果の如く，その測定値を低く

する故に，最初の反射が邪魔をしない程度に，はじめの

ものを取り外す必要があると思う．然し柱上蔓堅器の様

なものはそあまXにしておいても邪魔にならぬと考えら

れる．

　次に一線より電墜を印加して他線に生ずる波形を測定

して，線路の状態を知る事も出來るのではないかと思考

する．

　以上の實験は全部標準波に近い衝撃波を印加して測定

したのであるが、短形波を印加出來たならば，更に良好

な結果を得る事も勿論である．　　　　，

　なお地絡顯の瞼出としては電績の場合に實施した如く

多大の誤差はまぬがれぬのであるが，簡阜に大膿の箇所

を推定出來るのであるから，有用な一手段と考えるド

　最後に終始指導を仰いだ木村課長，横須賀技師及び多

大の便宜を與えられた動力課の諸氏に篤く感謝する次第9

である、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　参考・文献

　　（］）横須賀．第14回聯合大倉豫稿・

　　（2）古賀，岡本謹．迭電系統に於ける進行波．

r33）　11　〆
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クレーマ接績水銀整流器の特．性、
水銀整流器の直流電塵の調整範固を廣くする一方法としてクレーマ接績法があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る．この場合の格子制御の實瞼的特性を相間リアクトル附六相と比較し

て述べ更にクV一マ接績の利害得失及び使用要領を説明している．

　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　濱
研　　究　　所
　　　　　　・津

田

崎

賢

榮

｝

、

’

1．緒　　言

直流電墜が夫々Eなる2墓の水銀整流器を用いて，略

E／2なる直流電墜を得る一手段としてクレe－・・？接績の方

電源

⊆！！ 「MR］
一x＝＝＝x／

一．一一 ・一一
〇　十

　第1圏　水銀整流器のクレーマ接績

MR：銀水整流器　　IR：相間リアクトル
CR：　陰極リアクトコL

9

法がある．自口ち第1圖の如く二次が6相なる2墓の褒堅

器の一吹が夫々△及びYなる時，一一矢を直列に結んで

12相の接績とする方法である．これは電氣化學工業に於

いて水銀整流器を使用するに際し，直流電墜の調整範園

を撞大する簡便なる手段として有効なるものである．本

方式は普通用いられる相間リアクトル附二重星型結線な

どと著しく特性を異にし，且外國でも除り實施例を聞か

ないものでめるが，’ 昭和「 19年我國に於いて始めて本方

式を實施じた昭和電ヱ株式會献喜多方工場に於ける使用

経験と，ガラス製水銀整流器を用いた豫備實験とを基礎

にして，この方式の特性を述へることにする．

II．格子制御特性　　　　　　＾　　　　’

1．實験設備

12　（34）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

豫備實瞼に用いた設備は次の通りである．

　（1）　ガラス製水銀整流器

　　△側10A，　3極2豪
　　Y側　6A，　2極　3墓
　（2）墜璽器（三相内鐵型）

　　△側　2．2K．V．A．一吹210　V，二次相電堅105V，

　　　　　轄流リアクタンス6．49％（實測）

　　Y側　2．2KV．A，一次210　V，二次相電塵105　V

　　　　　車專流リアクタソス8．47％（實測）

　（3）　相間リアクトルム，Y側整流器爾者に800VA

　　軍相憂堅器を使用した．

　（4）　陰極リアクトルム，Y側整流器爾者に11．5mlI

　　直流抵抗1．3オームの室心イングクタンスを使用し

　　た．　　　　　　　　・　　　　　　　・

　　　筒格子制御には尖頭波攣堅器を便用した．整流器

　　の負荷は抵抗である．

2．直流電墜及び電流

クレFマ接績では△側整流器及びY側整流器（攣趣器の

一
次が夫々△及びYなる整流器，以下このような呼び

方をする）を同時に格子制御を行つても直流電堅を調整

し得るは勿論であるが，一方の整流器例えば△側整流器

の格子角を一定に保ち，他のY側整流器のみの格子角を

憂化せしめても直流電堅の制御を行い得る．逆にY側整

流器の格子角を一定に保ち，△側整流器のみの格子角を

鍵化しても同様に直流電塵の制御が行われる．これはク

レ←マ接績の著しい特徴の一つである．第2圖a，b．cは

負荷電流を9A一定に保つて上記三種の格子制御を行つ

た場合の直流出力電墜（負荷の雨端子間電墜を格子制御

角＝0°に於ける直流電墜21・5Vに封する％で現わし

ている）及び各整流器の陰極電流の曼化を示すもので，

各種の格子制御法により各陰極電流が夫々異つた憂化を

している．但し格子角が70°になると直流電歴が小さく

なつて負荷電流を9Aに保つことが出來なかつた．又

b，c圖の如く，何れか一方の整流器のみを格子制御する

三菱電機・第21巻第2號・MARCH　1947
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◎　　　　　　んO　　　　　tiL　V　　　　6u　　　　　占O

　　－一格捌御諏加
　第2圖　直流電璽及び陰極電流

（a）　△．Y側両整流器を同位榎で格子制御す

0 M　　ぷ　　　もb　　gu

一　　格子制御角㈲
第2圏　直流電璽及び陰極電流

　くb）Y側整流器のみ格子制御

　　　△側整流器の格子奉loe％一定

場合，格子角が40°～50°以上になると放電が不安定に

なる．　　・

　第3圖，第4図は實際蓮樽中の整流器について撮影し

たオッシロで，直流電墜，陰極リアクトル電墜，相間リア

クレーマ接績水銀整流器の特性・濱田・津崎

i

L

、

ノ

1D

tA）

s．o！60

　＝ズ／．5『17

＼

一ジ㊦訂＼
　　⊂乙
　　△

、

4040

3．o　zo

eL＿＿r
、

4c　　 ↓c　　 tl・o40
絡3t刊特泊（厘）

、

r S

之c

第2圖　直流電墜及び陰極電流
　（c）△側整流器のみ格了・制御

　　　Y側整流器の格子杢100％一定

、’

耀！酬酬酬F・k（Y）

第3圖　直流電堅及び陰極リアクトル電堅

　直流電璽ED（Y）＝180V．陰1重iリアクト’v電唾

　ECR（Y）－39　V（r．m．s）．　Er）o＝二直流母線電唾

　180V陰極電流＝4，1　KA，格f・制御角≒29°憂嘆

　器タツフ◆＝No．3

ED（Yl

N

ミ［

EIR（Yノ

ほ。（△）

第4箇　直流電墜及び相間リアクトル電墜

　直流電唾ED（△）＝EI）（Y）＝190　V，相間リアク

　　トル電墜Elrt（Y）＝216V（r．m．s）．陰極電流＝

　2．5KA（Y）、，2．6　KA（△）格子制御角≒450．堤㎎

　器タツプーNo，4．

クトルの電璽の波形である．ag　5圖，第4圏のED（Y），

ED（△）は夫々Y側整流器及び△側整流器の陰極と相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）　13

’

t」



1こ㌧’∵ながる直流母線の電塵である．ED（Y）；EJ）（△）は深い

∴∵輌み靖し，それにueuぞ陰極リア列ル糎は錨

　＼である：・の剛蹴織徹クレー畷績にし恥で
で　　各憂匪器ヰを電源に並列に接績した場合の陰極リアク

　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

．，“：一：　N∵トル電塵波形を参考の爲第5圖に示す．巳口ちクtr・’一マ接

鰹．：，1・一　　・　　’一

結1，’：1’　一〆〆MピンMh1昨！禽〃∨61畝1角〃㌶

雛二”

撲・’∵
β脱・．フ’．　　　・

醍三・．’馳

鰍，

ll｝

1三

蓼1：ご

覧rl

総1

麹㌧

欝・・幽、．

§ll’

，■ミジ，「

角ほ極鴻略植である．1遮麟タツプの各電aStt，’こ

の難器をクレーマ接績にしないで，－erに趨のSS

綬電した場合の＝Pt相醒である・蜘御角一34・　q；

．場合ば，．．他の整流器群に比し，特に此の供試爾整流器の

藁誌瓢た蕪蓼㌶灘驚二㌫
られる12相（働に並列12相と云うことにする）では・

格剛綱1’陰糎流・飾礫
洲△但∋Y⇒△側電遮

　　　　　　　　　　　　／　　　，

第5圖　並列相の直流電璽及び陰極リアクトル電璽

　、・直流電歴ED（Y）＝EDe＝・360V　一陰極電流＝3．6　KA・

　　　陰運リアクトル電塵＝15．8V（r．m，⑨）格子制御角≒50

難一
鋤『・

0°

5P

O°t

59

5°

o°

0°

336bA

3450A

3400A

3300A

3500A

8700A

3900A

3150A

365V

370V
365V
370V

慢歴器
タツプ

i

389V

389V
389V1

389V

　績の場合の方が，陰極リアクト・レ電菌ま尖鏡で値も大き

　・いことが分る．但し陰極リアクトルはee　3，　4，5圖の場

　合何れもα13n1H蝉心入oのものである∴

　　以上クレ←マ接績の三種の格子制御法及び電塵波形の

　一部を示したが，格子制御法の種類によつて陰極電流の

　値のみならず，．逆電堅，阻止電膣，陽極電流通流期間，

，‘

相電堅等何＃も夫々濁特な蔓化をする．順吹之等につき

　’述べることにする．

3・’陰遮流竿衡度

1． 第2圏によればぺY各整洗器の陰極電流には相當の開

　きがあるが，これは先に記した如き爾蔓墜器の韓流リア

　クタソ3a差違に基儲のと即・れる・喜多方工場に於

　ける各難器の韓流り’アクタソスほ凡て等しくとつてあ

　るが，實測によれば各陰極電流が極めてよく干衡を保つ

。　ことは第一表の如くである．　　　　　．L

第2表並列12相の陰極電流、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　以上の如く，クtr・e一マ接績　12相と並列12相では陰極

電流の干衡の程度において格段の差があり，クレ己マ接

績では陰極電流が良く4衡することは此の方法の著しいH
　　　　　　　　　

1

特徴の一つである．

4・飛躍逆電堅　　　　　　　’

第6圏ほ陽極と陰極間にかkる電璽波形で，陽極電流の

終つた次め瞬間，陽極にはEBなる逆電塵が飛躍的に印
　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
加される．このEBと逆電堅最大値EBmが普通逆弧Q

因子として考％｝’られている・第7圖a・b・cは搾子制御

した場合の飛躍逆電墜EBを無負荷直流電堅ED。に劉

陰極電流

へ

絡子制御角

Y側「ム側測1△側i
直流母線｝憂墜器

電zzlタ・71

ぽ・‘　5・

醗・・　124°
ひ㌧㍉　　　　、．　　　340
，・レρ，

§㍊112e’

擬1

獣
伝1’　　i4

　5°

24°

34°

，　12e

4000A

’4000A

2400A
4000A

40bOA

4000A

2400A

4000A

170V

140V

150V．
210V

389V
389V
389V

482V

　　　　　・　　　第1表　クレーマ接績あ陰極電流　　　　、

　　　　、第楓こ聴て難中嘩流器の格子制解を正確に

　　　　　　（36）　　h

簸竺∴．、h、　、1’、∴　1、

x　　ピ

　　’第6箇堕鹸極間駆疵，’・．，s．
　　Es　　阻止電璽　　　　Ea　電孤電庄　　’

　　EB　飛麟電璽　　　1　陽極電流漣流期間
　　EBm遡電璽最大値　　　　　，　　、．　　　，

　　　　　　　，　　　　°t　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、三1菱電機・・第21巻第2號一一］UARCH，ig47，．
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　　　　　　　　　　　　　　　　t　い㌧　．，　・　’．、1
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メ
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する比で表わしたものである．但しクレーマ接績の12

相整流器は，あだかも相間リアクトル附二重星型結線の

場合の如く，輕負荷に於いて直流電墜が上昇するが，第

7圖のEPaはこの推移電流に於ける電墜で54V（電弧電

墜20Vを含む）である（以下第9，10圖のED。＝＝　54V）．

40

30

繧
伺

c　

　　　　第7圖　飛躍逆電璽

　（a）△．Y側函整流器を同位相で格子制御す

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

固中相間リアクトル附二重星型結線の場合の飛躍逆電堅

（計算値）を比較の爲記入してあるが，パラメータのUo＝

0．30°，40°とは格子制御角＝0°の時の重璽角で，三本の

曲線はこの蒔の直流電流を一定に保つて格子制御した場

合の恥である．Uo・・0°の曲線の鮎線の部分は無限大の

陰極リアクトルのある場合である．圓の如くa，b，　c三

つの制御方法でEp．は夫々異つた愛化を示し，制御角の

小さい時のEBは相間リアクトル附六相と略々等しいが

制御角が大になるに從つてEBは著しく増大し，相間リ

アクトル附六相に現われる最大値EB／ED。＝・　2．09を遙か

に凌駕する．叉b．cの場合は制御角が大となるに從い

放電が不安定となり，EJSは不規則な愛化をする・但し

第7圃の實験値は，制御角0°において負荷電流9Aで，

負荷抵抗一定のまS格子制御を行つている．即ち格子制

御と共に直流電流は減少している．以下第9，10，11圖

は何れも同様である・

　第8圖は實際蓮韓中の整流器について撮影したオツシ

クレーマ接摸水銀整流器の特性・濱田・津崎
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A

2．O

ノ．o

¢ ］－o　、　　4e　　　　　’ζ　　　　8e　　　　’θも　　　　lze

　　　　　　・祐子酬御爾確，

　第7価　飛躍逆電璽

（b）Y側整流器のみ格子制御

　　△側整流器格子奉100％一定

7
fl

　　メ縛剤御f7］（カリ

第7圃　飛躍逆電墜

（C）△側整流器のみ格j㌘制御

　Y側整流器格子黍IOO％一’定

1

＼
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、

1

ロで，E。c（△），　E。c（Y），　IA（△）は夫々△側，　Y側整

流器の陽極陰極間電墜波形，及び△側整流器の陽極電流

波形である．陽極電流が階段的に愛化することも注目す

べきである．　　　’

1“一，一

マl
k↓．

‘

一一

rf　

と久く（△）

工，・1（△．

A

Eac（Y）

　　　第8圃　極陰極間電墜波形

Eac＝陽極陰柾間電1璽．　IA＝陽極電流　直流電璽＝180V，

　鍵堅器タツプ＝No．2陰概電流3、7　KA（Y），

　　　　3．9KA（△）　格∫一制御角≒100

5．逆電璽最大値　　　　〆

相間リアクトル附六相等では逆電堅波形に二つの最大値

が表われるが，クレーマ接績では第6圏第8圖の如く

三つの最大値が表われるのが特徴である．そして逆電墜

が最大の値をとるのは，第6圖の波形の第一の山に於い

て起るのが普通であるが，格子制御角の小さな範園では

三個の山は高さが大盤相等しい．第9薗a，b，　cは格子

制御した場合の逆電堅最大値EBlnを示すもので，三種

の制御方法により夫々異つた饗化をする．相間リアクト

ル附六相，一般にクレー一　Y接績ならざる結線では，EBm

は格子制御角に無關係に…定であるが，此の方式では

EBnlが格子制御するに從つて大きく鍵化するのが著し

い特徴である∵叉その大きさは相間リアクトル附六相よ

り遙かに夫である．

6．阻止電璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

整流器の格子制御を行うと，陽極には第6圓のEsなる

正電塵が加わる．逆に云えばこの正電墜による陽極の鮎

弧を制御格子が抑璽して始めて格子制御が行われる．

　格子が制御能を失つてEsにより陽極が黙弧するのが

所謂通弧で，從つてEsの値を知つておく．ことは制御格

子及び制御回路の設計上，並に本方式の使用上必要であ

る．第10薗a，b，　cは格子制御を行つた場合のEsの値

で，三種の格子制御法により夫々異つた愛化を示してい

る．何れの場合も相間リアクトル附六相より大きな値と

なつている．b圏は、△側の格子率を100％に保ち，　Y側

整流器のみを格子制御したもので，尖頭波饗墜器の電塵

の巾が大膿40°であるから，制御角が略40°まで△側整

16　（38）

EBm

㌃
レ

2

O　　　　Zo　　　　40　　　∠0　　　　80　　　／oo　　　／20

　　　　　　　　　　翻［御角（初

4．0

Eem

　　ag　9圖　途電堅最大値

（a）△，Y側両整流器を同位相で格了・制御す

Eやo

ピ

k

2（，

ノ、C

2　c’　　4c　　　ge　　80　　／ee　　／u

　　格子禰伽角（ゐ）

第9圖　逆電璽最大値

（b）Y側整流器のみ格子制御
　　△側整流器格子率　lo（f％　一定

流器のEsが0となるのは合理的であるが，　c固の如く

逆に△側整流器のみを格子制御した場合，全制御角に於

いてY側整流器のEsがoになつている．　Y側整流器が

通弧しているか，又は回路に特異な現象を生じているも

のと思われる．　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7．陽極電流通流期問

第11圖a，b，　cは夫々各種の格子制御を行つた場合の陽
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［：　　　てこの放電が不安定になる角度は尖頭波蔓墜器の尖頭電
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　　　　子制御角0°に於ける値に封する％で表わしている．0°

’　　　における二衆相電墜Wt　Y側46　V，△側49Vである．又

　　　　第12圖ては負荷電流＝9A一定に保つて格子制御を行つ
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、

　　　　ている・

　　　　　二次相電匪は正弦波形ではなく，第岱圖の如き著しい

〉　　　歪波形であつて，これが逆電塵，阻止電歴等を高める一

・〆・　　因と考えられる．第13叫は實際蓮韓中の整流器につい

。，’　て撮映したオツシロで，E2（△），　E2（Y）は夫々△側，
t　　　　「　 ・　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　Y側整流器の二次相電歴波形，恥（△）は△側整流器の陽

　　　　極電流波形である．
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（b）　Y側整流器めみ格子制御

　　　△側整流器格子奉100％一定

クレーマ接績水銀整流器の特性・濱田・津崎

9．其の他

（1）攣墜器の無負荷電堅供試駆器をクレーマ接

績にして一次に219Vを印加すると・一次；吹の電堅は

次の如一くなる・

’
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一次

二爽

Y側憂塵器
　（rms）

64V

51V
＼

△側愛塵器
　（rms）

89V

48V

、　註

3相の平均

6相の平均

」

、

第3表　クレーマ接績塑璽器の無負荷電璽

第14圖　無負荷＝次相電璽

　この時の二吹相電塵波形は第14圖の如く高調波を含
み，しかもスヰツチを入PtXて間の如き定常波形に達する

のに歎秒を要し，その間大きな波高に及ぶことがある・

　（2）第7，9，10園中，相間リアクトル附6相の曲線
　　　　　　　　　　　　　　

ほ電弧電堅，酷弧電墜を無覗した理論値である．實際の

場合逆電匪は電弧電堅だけ低く現われ，阻止電塵は電弧

電堅だけ高く現われる．故に供試ガラス整流器の電弧電

墜を20Vとして，測定した飛躍逆電墜，逆電塵最夫値に

は20Vを加え，測定した阻止電堅からは．20V差引いて

校正を施した．又格子aj　100％の場合，阻止電塵の如く
’

現われる電匪は實は黙弧電堅である筈であるから，これ

を零とした・

III．クレーマ接績の利害

．上述せる庭より禾方式の利害得失は自ずから明らかであ

るが，今之れを改めて考えてみる．

　利　　煕
　（1）電氣化學用水銀整流器は力率逆弧頻度及び通弧

　め黙より格子率にある限度があり，この爲直流電堅を

亀廣範園に蔓化せしめる爲には，蔓堅器に多敷のタップ

　を設けるのが普通である・クレ・・マ接績の方法は，一

　吹側Yの憂塵器にその中性鮎端子を設けて一次側△の

　蔓墜器と組合せると云う簡阜なことにより，いたずら

　に愛墜器のタツプの敷を増すことなしに，容易に直流

　電墜の使用範園を廣くすることが出來る．このことは
　　　　　　　　　　　　　　

ご

　鍵器の責材，機械的強度及び工作の黙より喜ばしい・

、　ことである．そしてこの事がクレーマ接績の使用され

　る所以である．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　（2）二墓の鍵墜器は互に30°位相を異にする爲，本

　方式は12相となつて誘導障害防止に有利に働く．

　（3）饗歴器のリアクタソスを適當に選べば．各整流

　器の陰極電流は極めて良く4衡を保つ．一方の整流器

　のみを格子制御しても全出力を調整し得　しかも伺且

　陰極電流は良く平衡を保つ．自口ち各整流器互に格子制

・’ 御角を多少異にしても，それによつて電流の不干衡は

　生じない．この1他にみられない特徴である・

　（4）鍵塵器を直列に結ぶことにより，回路のリアク

　タンスが増加するから，逆弧電流を減少せしめるのに

　役立つ．　　　　　　　　　　　．　　　、

　訣　　勲

　（1）一璽の整流器に故障を生じて停止せねばならぬ

　場合，これと封になつている健全な整流器も停止を除

　儀なくされる・

　（2）飛躍逆電塵，逆電塵最犬値，阻止電璽は何れも

’普通最も多く使用される相間リアクトル附6相より大’

　きいことは先に示した通りである．然しクレbマ接績

　の場合は直流電塵が低いのが普通であるから，特に逆

　弧通弧の頻度を増す恐れは少ない．

　（3）直流電塵（相間リアクトル中性貼と陰極間）の

　波形は切れ込みが深い．從つて陰極リアクトルに加わ

　る電堅は尖鏡で値が大きいから，リアクトルの値の選

　定及び構澄に注意を要する・

　IV．）レーマ接績整流器の運轄要領

　前述の如く，この接績ではY側整流器或いは△側整流器

N－一方のkを格子制御する方法及び両者同時に制御する三

　種の方法がある．然らば實際問題として，かNる整流器

　群の格子制御は如何に行うのが要當であゐかを考えねばr

　ならぬ．

　　既述の實験結果によれば，逆電堅，阻止電塵は三種の

　格子制御法により△側Y側夫々濁特な憂化をする・第7

　圖によれば，△側整流器のみを制御せる場合のEBは略

　．40°まで△側では一一定であり，Y側整流器のEBは増大

　する．　　　　　　　　1

　　而してこのY側整流器のEBは，△，　Y側爾整流器同

　時に制御せる場合より小さい．逆にY側整流器のみを制

　御せる場合，Y側整流器のEBは略40°まで一定であり

　△側整流器のEBは増大し，且その値は△，　Y，側爾整流

　器を同時に制御せる場合より小さい．40°以上の格子制

　御も可能であるが，この時は放電に不安定を生ずる．△

　Y側爾整流器を同時に格子制御すれぽ，かxる放電の不iS

・要定を生ずることなく直流電堅0まで圓滑に憂化せしめ

20　（42） 三菱電機・第21巻第2號・MARCH　1947
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得る・かくの如ぐして第7，9，10圖の逆電堅阻止電墜の

格子制御に件う愛㌘を観察するに．賓際整流器の蓮鱒に

は格子制御を次の如く行うのが安當であると思われる．

　朗ち小範園（＜40°）の格子制御には△叉はY側整流器

一方のみを制御するのがよい・そして小型設備を使用し

た如上の實瞼ではY側整流器を格子制御した方が良い．

、叉整流器を起動し，叉は停止ナる場合，⊥・方の整流器

のみを格子制御ずると，途中ご放電が不安定になるから

この場合は爾整流器を同時に格子制御せねばならぬ．然

し多撒の整流器を蓮樽する場合の保守には上記の方法は

却つて混鰍を生じ易い．故にこの場合は，起動停止の場

合は勿論小範園の格子制御にも常｝こ全器同位相で行5

方がよい・Eち全器は共通の主移相器で格子制御を行い

12相整流器群間の負荷電流の不4衡も，常に各群の△，

Y爾整流器を同時に制御レて調整を行5べきである．

V．結　言．

水銀整流器のクレーマ接績の特性，特に格子制御矧生に・

ついては，理論的蜜瞼的に取扱われた文献を著者等は寡

聞にして未だこれを知らない．故にごNにその實験的特　・

　性を述べた案第であろ脳未だ甚だ不充分で今後検討手

　べき幾多の問題を残している．tt

　　例えば△又はY側整硫器←方のみを制御した場合，電

　弧の不安定になる現象は尖頭波壁題器の雷歴の幅と關旅

　ありと豫期せられるが，果して如何．陰極リアクトルの

大小は直流電駆，逆鵡璽の波形に如何に影響し，且リア

クト・しの値は如何に定むべきカ・．叉纒器の轄流リアク

　タソスの不同は陰極電流の不干衡及び逆電駆阻止雷璽ご、t

如何に影響すうか等幾多の問題を残している．更に格子

制御継の理言価強苅ま亦残された仕事である．將來ク

　レー・・マ接績が我國に於いて使用せられるか否かは、一に　・t

今後の電氣化學工業の滑長にか1・，ると思われるが，他日

の爲に本文を草した次第である・

　終りに現場實験に種々便宜を與えられた昭和霞工喜多

’方工場電氣課長須々木忠一氏，及び實験に協力された黒

田豊君に感謝の意を表する．　　寸　　　　　　　　　’

’　　女　　献

古新居憲；電機技報　昭和20年6～8月（合本）

才

，

■■■■■新製品紹介

＼

　　　　　　　5球スーパー　　　’

「ダイヤトーン」47－D型ラジオ受信機

　慕眞は當砒新製品「ダイ，トーン」47－D型ラジオ受信機

である．

　當赴の技術の梓を蓋し，現一ドの資材難を克服して，職前を

遙かに凌駕するス’r・e一トな外凱と吟味された内容を持つ逸

品である．　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぷ㌶験籔；
　　　　　　ぷ烈　　オ

先ず1曇を御求めの上，繊細な感度，完全な分離，素晴しい音質，三拍子揃つた本極の性能に御醇い下さい

定　　格

ア．

K．

ウ．

工，

オ．

カ．

キ．

回　路　方　式

受信用波撒響

感　度　階　級

電　　’　　源

滑　費　電　力

使用眞室管
高　　聲　　器

5球　ス＿パーヘテロダイソ　中間周波1段第二瞼波低周波2殻交流式

放邊波帯（550～1500KC）

極微電界級　　　’

交流50～60サイクル．80～110ボルト

65VA

UT－6A7　　UZ－6D6　　UT．6B7　　UZ－42　　KX－SO

，6吋宇　エレクトPダイ方ミツク高聲器

界磁抵抗　　150◎』2

〆．・

クレーマ接績水銀整流器の特性・濱田・津崎・ （43）　21
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研　究　所　馬 場 文 夫

，　1．緒　　言　　　　　　　　　’

竃竃灘覧濃麓襟霊と叢竃
　　な蓮絡を行い，就中移動機關の蓮絡に無線を最大限に利

　　用し，業務竣行上劃期的な能率を上げんとする機運に到

　　つた．弊註は昭和20年10月AM式超短波簡易通信機の

　　第一回試作機を完成，直ちに京阪紳急行電鐵會冠に於い

　　て固定局間の野外試瞼を實施その後蓮輸省大阪鐵道局

　　の御指導により，移動中の機關車並びに省線電車に装備　、

　＼　　撒回の試験を行い，充分實用に供し得る確信を得たので

　　弦に試作機の概要を報告し，大方諸彦の御批判を仰ぐ次　　・

　　第である．　　　　　’　　　　　　　　　　　　，

＼

＼

＼II．機器の説明並びに實験結果

　　　ロ
　試作した機器は牛固定用，車輌用及び移動携帯用の三種

　類であつて，各機とも製作容易，取扱い簡便なるを主旨

　とした．逡信機は水晶制御式とし，受信機は橡波利得の

　高い起再生式とした．第1圖は該器の構成圖であつて固

　定車輔共に同様である．鴬眞第1は牟固定用CMD－10A　、

　型塗受信機富眞第2は車輔用CMD－5A型邊受信機の

　外観である．次に各部の實瞼結果に就いて述べる・

々即線

第1圏

t

富眞第1

窮眞第2

㍉．

（1）途信機
移動携帯用の如く比較的輕便なものを必要とする時は虞

室管数の制限を受けるため自働式とした．自働式は多少

の周波数ズレを件い，規定の安定度を保つのは甚だ困難

であるが，カソ・・一ド，クリツド間の主護振回路と陽極回

路とを電子結合せしめると，周波敷ズレは非常に改善さ

れた・時間による周波数憂化の關係は第2圃の如く繊條

馳火を通信開始15分前に行えば許容し得る周波歎安定

度となり，例えば35，44M．Cの主護振周波敷に野し最

大饗化量2K．C・であつた．牛固定，車輌共に無調整を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の周波敷安必要とするため水晶制御式となし，±
　　　　　　　　　　　　　　　　10000
定度を確保するのに努力した．　　　　　　　　　Pt

（2）受信機
超再生受信方式は恰も時代に逆行したカ｝の如ぎ灘がある

ノ
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　　　眞鵠に謙嶋を得る徽方撒な’Sと思つた聴　　する織があるから，・のeWSを除くために軸錨をぱ

　　　締勧式の主なる灘である・　　　　　　附加た鵬咄離∫、のみを蹴する購を附加ト剖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eルとの間隔は1／10波長毎に・反射器は1／4華長の間1寮

　　　　　7・　　　隔に配列した．周波en　7Q　M・C（水晶制御式褒振器）の場　㍑
　　　　　・　　合の導麟の糟によ縮向離及び前後肪向に指向／t6
　　　　か　　幽持たせ・馳或い繭方一勧…甑緬S
　　　　S：　雀二瓢㌶驚蝋轟の竺璽壽よ詩
　　　　王：　謬三㌻㌶鐘驚璽震鷲ご藷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ線・噸色のなぽを確かめ齢　　・91’lli

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
’t

　、　＾　　　　　　　　　　 　　　，　　　“　　　　　　　　　　　　－t’　　　　　　　 ㌧．，内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111．超再生受信方式に於ける自己輻射の除去及’E，鴻

　　　　ト　

　．　　　　　　・　嬬秘碇E・（”

　　　　　　　第3胸　陽極電墜と！受信周波藪’
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　　　　　　　　　　　　ヤ
　受信周波藪の關係を示し，電源の饗動程度では實用上差

　支え無く，出力は電塵ρ高ぐなると共に増大する・’第4

　は周波敷．37，62M．Cの超再生受信の高周波槍波特性で
　　　　　　　　　　

グ

　ある・信號の最大値と草再生雑音の最低値とは二致して

・　おらず，入力が大になるに從い信號の最大値は周波敷の

万低い方へ移動している・然るに雑音の滑失鮎は信號の強
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　　　　超再生受信方式に於いて自己輻射を皆無にすることは非㍉∴．
　　　　常に困難であり，普通高周波増幅によつて防ぐPt’申和一描

・覧㌶灘耀欝麟；齢ll
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　　（1）原　理　　　　　　　・　　　　　　　　　　の帯域を有しているのが普通である．例えば70M．Cを」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ド

／　超再生受信の撰澤度は受信せんとする周波激の］％以下　　受信せんとすれば700　K・C　gnjの廣い帯域となる．
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　安定に働作せしめるζとが出來，又永晶制御式超再生受

　　　　　　　　　　　　ユ　信も可能となる諸特性を持つ．　　　　　　　　　’　　M

　（2）實賦結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　UZ－6C6眞室管のグリツド，カソ←ド間で局部護振37

　M．Cを起し，入力を・50　M．C’として橡波周波撒を13

　．M．Cとした．これらの周波敷は互に影豫の關係lltgい

　適當なものである．自口ちこの方式を用うる時は常に局護
　　　　　　　　　　　　　　　　

も

　　として適當な周波撒を選ばねばならぬ．入力の大小によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘t　る樗域幅を第10圖に示した．信號襲振器はG．Rこ製で，’

　憂調度70－－so％にて求めた結果である．撰揮度の一尺
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　度として，出力電塵の1！2になる鮎に於いて．稽域は入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　力100μVにて58K．Cであり，普通言われる一3dbの

丁賠に於ける帯域は遙かに狭くなる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　次に混信の問題を研究しtehS．　fv、，　fv。の同一2周波　X・

　を同時に受信した場合恰も周波醐調の時の如く，弱　的

噸波噸、談にマスク翫娠ばf、、＞fC，とす　ft

tれば，fv2のみを受信した時の出力Wf2はfv・が同時　’t　t

に到來した時，急激に減少し，撰樫度も上記で求めた値’

　よりもつと挾いものとなる．　　　　　　　　　　　　　　・

　又5M．Cを受信せんとすれば50K．Cの帯域となる．

從つて70M．Cを5M℃に周波敷攣換し得たならば，

70M．C波の撰揮度は・50KC，となり，非常に改善された

ことになる．又自己輻射をなくするにはこの憂換周波敷〆

を適當に選べば，絶封に再輻射しないことは明らがで，

試作機材を撒豪列べて同時蓮韓を行つても，互に無干渉

であつた．原理は第9倒の如く僅かな眞室管にて之等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敏顯を除き得るのが特徴である．　　　　　t

　本方式を利用すれぼ受信範園にあって検波管自身は無　　　h・　r．

調整であるから，ある範園の受信周波敷に封して橡めて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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第10圏　入力と帯域幅の關係

　IV．結　　言

　野外試験結果については，別の機會に襲表したいが，京

　阪紳急行電鐵會吐の好意に依り，實施した紳戸二大阪一　，

　京都間の實距離試験は完全に成功し，實用上何等支障

　ない感度，明瞭度を有していることを確立した．最大試

　験距離は45Kmであつた．叉電車申に超再生式受信機

　を装備し，差沖線を蓮縛曇前につけ，電車より酸する雑．

　音をしらべたところ，思いの外雑：音がなく，コントロー

　ラーの切換，ドアFスヰツチの操作，パソタグヲフから

　のスパーク等によつて顯著に雑昔を捉えることが出來な

　かつた自］ち電車にはA．M式のものも充分利用出來る
”　ことを確信した．但し自動車の如きイグニシヨン雑昔は

　特別の方法を行わない限り．A．M式では實用に肪ぬ

　こと爪確かめた．　　　　、

　　上記に絡職後一年牛の研究開護の結果を護表し，再建

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　日本の復興に僅かながらも蓋し得たとすれば，關係者一

　同の喜びは此の上ない．將來は襲展的麟結として，多重

　通信機への結合及び有線電話への中纏，或いは地域的に・　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　限られるこの種波長の電波中縫の實現等考慮すべきと思

　う．

　　本文は弊所無線研究課第六班會員の協同一致して研究

　した綜合成果であつて，班員諸氏の倦まざる努力に甥し

　絶大なる敬意を表したい．欄筆するに際し，堀所長並に

　薄井課長の御指導御鞭燵に封し感謝の意を表する吹第で

　ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21－11－24）
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　　本バスの車鵠は総ヂ

　て絶封に他の追從を許
＼

　其の特色は蓄電池を
　で概略仕様は次の如く

電

積　　載　　量

最　高　速　度

常　用　速　度

登　坂　能　力

軸　間　距　離

全　　　　　長

全　　　　　幅

電　　動　　機

歯　敷　比
制L御　方　式

制　御　段　敦

　借本バスは關東地方

乗出す事になつている
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